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研究目的 

 本学群で平成 21 年度まで実施した現代 GP において開始した、台湾の教育工学者との国際交流関係

を持続・発展させることを目的とした。 

加えて、教育への技術応用、マルチメディア・コンテンツ、知識情報の流通や利用を対象とした共

同研究の開始や、国際会議開催の検討を予定した。 

研究成果  

 平成 21 年度まで実施した情報学群現代 GP ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ「異分野学生の協働によるコンテンツ開発演習」

による国際交流を持続・発展させることを目的とした。 

 研究打合せを通じて、プログラミング学習を共同の研究テーマとして設定し、それぞれに研究を進

めた。 

さらに台湾日本間の遠隔プログラミング学習として発展させる点で合意した。また、将来的にはプ

ログラミングの他のタスクによる遠隔学習実験を実施する点でも合意した。 

このように、台湾の教育工学者との国際交流関係を持続・発展という点について、本国際交流の目

的を達成した。研究成果を含めて、今後も中長期的に関係を発展させてゆく。 
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